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オープンキャンパス2003

東北学院大学を体感�

過去最多の4112人が参加

　

夏
休
み
を
迎
え
た
八
月
一
日
、

東
北
学
院
大
学
の
一
足
早
い
大
学

生
を
体
感
で
き
る
学
校
公
開

（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）
が
、

泉
キ
ャ
ン
パ
ス
と
多
賀
城
キ
ャ
ン

パ
ス
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。

　

学
校
公
開
は
受
験
希
望
の
生
徒

や
保
護
者
を
対
象
に
、
東
北
学
院

大
学
を
「
見
て
」「
聞
い
て
」「
体

験
」
を
通
し
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
今

年
で
五
回
目
を
迎
え
、
毎
年
前
年

を
上
回
る
大
勢
の
参
加
者
が
訪
れ

て
い
る
。

　

当
日
は
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
、
両
キ
ャ
ン

パ
ス
合
わ
せ
て
約
四
千
人
の
生
徒

や
そ
の
保
護
者
が
訪
れ
、
昨
年
の

三
千
三
百
人
を
大
幅
に
上
回
る
過

去
最
高
の
人
出
と
な
っ
た
。

　

泉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
文
・
経

済
・
法
・
教
養
学
部
の
学
校
公
開

が
行
わ
れ
、
受
付
開
始
の
午
前
九

時
に
は
大
勢
の
参
加
者
が
次
々
と

集
ま
り
、
昨
年
を
大
幅
に
上
ま
わ

る
三
千
五
百
人
が
訪
れ
た
。
受
付

を
終
え
た
参
加
者
は
全
体
説
明
を

受
け
、
在
学
生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ

ス
施
設
見
学
や
、
林
伸
太
郎
入
試

部
長
に
よ
る
入
試
説
明
会
に
参
加

し
、
平
成
十
六
年
度
の
大
学
入
試

に
関
す
る
詳
細
な
解
説
を
受
け
た
。

ま
た
、
各
学
科
・
専
攻
ご
と
の
説

明
会
や
各
担
当
教
員
や
在
学
生
と

の
面
談
コ
ー
ナ
ー
も
好
評
で
、
模

擬
授
業
や
実
験
・
実
習
に
も
黒
山

の
人
だ
か
り
が
で
き
る
な
ど
、
各

所
に
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
、
泉
キ
ャ

ン
パ
ス
は
一
足
早
い
大
学
生
の
雰

囲
気
で
終
日
に
ぎ
わ
っ
た（
写
真

右
上
）。

　
　
　
　
　
　

◇

　

一
方
、
工
学
部
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
多
賀
城
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
、
約
六
百
人
の
参

加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

午
前
九
時
か
ら
の
受
け
付
け
を

前
に
、
生
徒
や
父
母
ら
が
集
ま
り
、

参
加
者
は
、
学
科
毎
の
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
在
学
生
の
案
内

に
よ
り
各
研
究
室
・
実
験
室
な
ど

を
見
学
し
、
教
員
や
学
生
か
ら
研

究
内
容
の
説
明
を
受
け
、
実
際
に

触
れ
て
み
る
な
ど
、
参
加
者
は
大

学
側
の
内
面
に
触
れ
、
工
学
部
の

教
育
や
活
動
に
関
心
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
各
学
科
に
関
す
る
相
談
や

就
職
情
報
・
奨
学
金
等
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
参
加
者

は
充
実
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
体
験
し
た（
写
真
左
）。

　

な
お
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
部
調
査

企
画
課
（
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）
ま
で
。
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七
月
三
十
一
日
よ
り
八
月
二
日

二
泊
三
日
青
根
で
実
施
し
ま
し
た
。

主
題
講
演
は
い
つ
も
の
よ
う
に
倉

松
学
長
、
特
別
講
演
は
工
学
部
長

鹿
又
先
生
『
東
北
学
院
黎
明
期
に

お
け
る
科
学
者
た
ち
』
と
し
て
、

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
聖
書
講
義

は
永
井
先
生
。

　

参
加
学
生
六
人
。
そ
れ
だ
け
に

今
回
は
、
学
生
、
教
員
が
一
体
と

な
っ
て
会
の
運
営
に
あ
た
り
、
ま

た
、
内
容
の
面
で
は
発
題
と
語
り

合
い
は
、
と
て
も
よ
い
も
の
に

な
っ
た
と
参
加
者
た
ち
は
評
価
し

て
い
ま
し
た
。
発
題
は
、
予
定
し

て
い
た
学
生
が
、
地
震
、
就
職
面

接
の
た
め
に
急
遽
都
合
が
つ
か
な

く
な
り
ま
し
た
が
幸
い
、
参
加
者

の
中
に
リ
タ
イ
ア
し
て
今
年
三
年

に
編
入
し
た
先
輩
の
「
学
生
」
が

担
当
、
そ
の
他
礼
拝
な
ど
も
予
定

学
生
が
担
当
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
宗

教
部
の
運
営
で
す
。
内
容
的
に
も

よ
い
礼
拝
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
、
生
き
よ

う
と
熱
心
で
真
摯
な
姿
勢
を
も
つ

学
生
た
ち
が
、
静
か
に
語
り
、
そ

れ
を
他
の
学
生
た
ち
が
敬
意
を

も
っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

三
年
生
に
も
な
り
、
新
一
年
生

の
時
と
は
、
そ
の
容
貌
も
す
っ
か

り
落
ち
着
い
て
い
る
よ
う
に
み
え

ま
す
が
、
内
面
的
に
は
、
将
来
へ

の
希
望
よ
り
、
む
し
ろ
な
に
が
し

か
不
安
を
感
じ
て
い
る
よ
う
な
学

生
た
ち
の
姿
に
は
、
教
師
た
ち
は

か
つ
て
の
自
分
た
ち
の
こ
と
を
重

ね
あ
わ
せ
て
、
語
り
合
い
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
で
の
礼
拝
の
時
は
、
と
て
も
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
る
の
で
し
ょ

う
（
講
演
の
記
録
は
チ
ャ
ペ
ル

ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
さ
れ
ま
す
）
。

　

開
会
礼
拝
で
は
「
な
や
み
の
日

に
我
を
呼
べ
」
と
し
て
西
谷
先
生

が
、
「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
ら
な

く
て
も
よ
い
、
も
と
も
と
特
別
な

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
と
い
う
ス
マ
ッ

プ
の
歌
を
取
り
上
げ
、
イ
エ
ス
さ

ま
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
支
え
ら

れ
、
そ
し
て
導
か
れ
て
、
自
分
自

身
の
確
信
、
確
立
を
は
か
る
こ
と

と
奨
め
ら
れ
ま
し
た
し
、
閉
会
礼

拝
で
は
「
光
の
中
へ
歩
も
う
」
と

題
し
て
雨
貝
は
、
神
様
の
導
き
に

よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
、
人
生

の
歩
み
を
、
そ
の
働
き
に
応
じ
て

成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ

り
、
本
当
に
人
間
ら
し
い
人
間
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
日

一
日
を
確
か
な
者
と
し
て
生
き
て

い
こ
う
と
奨
め
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
、
「
反

省
会
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
む

し
ろ
、
こ
の
サ
マ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に

参
加
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
得
た

こ
と
、
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
語
っ

て
、
そ
れ
ら
の
恵
を
分
か
ち
合
う

会
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
感
想

を
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
当
初
、
参
加
学
生
た

ち
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
懸
念
し

て
い
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
、
そ
の

た
め
に
参
加
し
た
先
生
方
の
信
仰

的
な
態
度
や
考
え
方
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
教
員
た
ち
も
、

日
頃
、
聖
書
研
究
会
な
ど
の
折
り

に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
、
学
生
た

ち
の
話
を
聞
き
、
あ
た
ら
め
て
、

学
生
時
代
の
一
日
一
日
の
大
切
さ

を
覚
え
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

〈
宗
教
部
副
部
長　

雨
貝　

行
麿
〉

　

東
北
学
院
大
学
の
地
区
後

援
会
が
、
八
月
二
日
か
ら
九
月

十
三
日
ま
で
の
間
に
、
気
仙
沼

地
区
を
新
た
に
加
え
、
東
北
と

北
海
道
、
新
潟
、
関
東
、
静
岡

の
三
十
二
地
区
で
開
催
さ
れ

た
。

　

後
援
会
は
家
庭
と
大
学
の

連
携
を
よ
り
密
接
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
本
学
泉
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
五
月
の
総

会
の
あ
と
に
夏
期
休
暇
中
に

各
地
で
地
区
後
援
会
を
実
施

し
て
、
学
生
の
保
護
者
と
大
学

の
教
職
員
が
直
接
交
流
で
き
る
場

と
し
て
い
る
。
今
年
も
大
学
か
ら

は
八
十
人
の
教
職
員
が
各
地
に
赴

き
、
参
加
し
た
父
母
ら
は
合
計
千

四
百
人
余
と
な
っ
た
。

　

秋
田
地
区
後
援
会
は
、
八
月
三

十
日
に
秋
田
市
内
の
秋
田
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
保
護
者
百

余
人
が
出
席
し
た
（
写
真
）。
は
じ

め
に
大
塚
浩
司
副
学
長
が
大
学
の

近
況
報
告
等
を
含
め
た
あ
い
さ
つ

を
述
べ
、
続
い
て
教
務
部
、
学
生

部
、
就
職
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
具
体

的
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
各
部
別
の
個
人
面
談

に
移
り
、
学
業
成
績
や
学
生
生
活
、

就
職
問
題
な
ど
に
つ
い
て
各
担
当

者
と
保
護
者
の
間
で
熱
心
な
懇
談

が
行
わ
れ
た
。

　

第
二
十
二
回
対
北
海
学
園
大
学

二
部
総
合
定
期
戦
が
、
八
月
二
日

に
東
北
学
院
大
学
の
主
管
で
泉

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ
れ
た
。

  
開
会
式
で
は
、
開
会
宣
言
・
優

勝
杯
返
還
に
続
い
て
各
大
学
関
係

者
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
ペ
ナ
ン
ト

交
換
・
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
、
第

二
十
周
年
を
記
念
し
た
プ
レ
ー
ト

設
置
の
除
幕
式
が
体
育
館
前
に
て

挙
行
さ
れ
た
（
写
真
）
。
競
技
は

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

テ
ニ
ス
の
種
目
で
総
合
優
勝
が
競

わ
れ
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
で
惜
敗
す

る
も
他
種
目
が
接
戦
を
制
し
て
四

勝
を
上
げ
、
本
学
の
四
勝
一
敗
で

本
学
が
総
合
優
勝
し
た
。

　

一
方
、
八
月
九
日
に
は
第
二
十

六
回
対
青
山
学
院
大
学
二
部
交
流

定
期
戦
が
青
山
学
院
大
学
の
主
管

で
開
か
れ
た
。
競
技
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
男
）、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

居
合
道
で
総
合
優
勝
が
競
わ
れ
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
）
と
居

合
道
で
敗
れ
る
も
、
他
種
目
で
勝

利
し
、
通
算
四
勝
二
敗
で
本
学
が

総
合
優
勝
し
た
。

　

な
お
、
両
校
と
の
二
部
定
期
戦

で
総
合
優
勝
を
飾
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成
十
五
年
度
の
各
総
合
定

期
戦
は
、
す
べ
て
本
学
が
総
合
優

勝
を
果
た
し
た
。

大
学
二
部
定
期
戦

対
北
海
・
青
山
戦
で
勝
利

区
所
在
の
大
学
お
よ
び
短
期
大
学

で
構
成
さ
れ
、
大
学
に
お
け
る
一

般
教
育
に
関
す
る
研
究
や
資
料
の

交
換
な
ど
を
目
的
に
発
足
し
、
本

学
で
開
催
さ
れ
る
の
は
昭
和
四
十

二
年
第
十
七
回
以
来
二
度
目
。

　

今
回
は
大
テ
ー
マ
に
「
教
養
教

育
再
構
築
―
大
綱
化
十
年
の
検
証

と
課
題
」
を
掲
げ
、
平
成
三
年
の

大
綱
化
か
ら
十
年
を
経
た
今
日
、

現
代
社
会
に
求
め
ら
れ
る
教
養
教

育
の
再
構
築
に
つ
い
て
、
あ
ら
た

め
て
、
各
大
学
で
行
わ
れ
て
き
た

改
善
の
取
り
組
み
を
、
事
例
な
ど

を
含
め
て
検
証
し
、
再
構
築
に
向

け
た
視
点
や
方
向
性
を
探
る
試
み

が
な
さ
れ
た
。

　

初
日
は
、
本
学
の
倉
松
功
学
長

に
よ
る
委
員
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

全
体
会
「
東
北
大
学
に
お
け
る
全

学
教
育
改
革
の
歩
み
と
課
題
」
と

題
し
た
講
演（
写
真
）が
、
東
北
大

学
総
長
補
佐
・
大
学
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
長
の
坂
本
尚
夫
氏
に
よ
り

行
わ
れ
た
。
続
い
て
「
教
養
教
育

の
組
織
と
制
度
の
現
状
と
課
題
」

「
教
育
内
容
・
方
法
の
改
善
に
向

け
た
新
た
な
取
り
組
み－

特
色

あ
る
教
養
教
育
の
開
発
」
「
地
域

と
連
携
し
た
教
養
教
育－

特
色

あ
る
教
養
教
育
の
開
発
」
の
三
つ

の
テ
ー
マ
ご
と
の
分
科
会
に
分
か

れ
、
こ
の
改
善
の
取
り
組
み
事
例

を
も
と
に
議
論
を
深
め
た
。
各
大

学
の
個
性
に
合
わ
せ
、
特
色
あ
る

教
養
教
育
の
開
発
を
目
指
し
、
各

大
学
で
試
み
ら
れ
た
改
善
の
事
例

を
も
と
に
、
開
発
の
視
点
や
方
法

が
模
索
さ
れ
、
大
学
教
育
を
充

実
・
発
展
さ
せ
る
上
で
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
地
域
と
の
連
携
協
力

に
つ
い
て
も
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
。

　

二
日
目
に
は
前
日
の
分
科
会
の

報
告
に
加
え
、
大
学
間
連
携
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
地
域
内
連
携
と
広

域
連
携
の
二
つ
の
事
例
を
も
と
に
、

連
携
を
促
す
仕
組
み
や
教
養
教
育

に
お
け
る
効
果
と
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
さ
ら
に
検
討
が
加
え
ら
れ

た
。

　

第
五
十
三
回
東
北
・
北
海
道
地

区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
が
九
月

十
一
日
、
十
二
日
の
二
日
間
、
土

樋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
研
究
会
は
東
北
・
北
海
道
地

　

平
成
十
五
年
七
月
二
十
六
日
と

八
月
二
日
、
二
〇
〇
四
（
平
成
十

六
）
年
四
月
ス
タ
ー
ト
予
定
の
法

科
大
学
院
（
法
務
研
究
科
法
実
務

専
攻
）
に
関
す
る
説
明
会
が
、
土

樋
キ
ャ
ン
パ
ス
五
号
館
五
一
一
番

教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は

二
回
併
せ
て
約
六
十
人
。
阿
部
純

二
法
学
研
究
科
長
が
あ
い
さ
つ
で
、

「
現
在
七
十
大
学
が
名
乗
り
を
上

げ
て
い
る
が
東
北
地
方
の
私
学
で

は
本
学
だ
け
で
あ
る
。
規
模
は
小

さ
い
が
内
容
の
あ
る
も
の
に
し
た

い
。
総
合
研
究
棟
も
建
築
中
で
、

教
授
陣
も
揃
っ
て
い
る
。
今
後
の

進
路
決
定
の
参
考
に
し
て
欲
し

い
」
と
話
さ
れ
た
。
続
い
て
、
斎

藤
誠
法
学
部
教
授
に
よ
り
設
置
の

目
的
・
理
念
、
教
育
内
容
・
方
法
、

教
員
組
織
と
授
業
担
当
、
施
設
・

設
備
、
選
抜
の
方
法
、
学
費
と
奨

学
金
な
ど
の
概
要
説
明
が
さ
れ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
グ
ル
ー
プ
担
任

は
ど
の
よ
う
な
資
格
者
か
、
奨
学

金
に
つ
い
て
や
既
習
者
募
集
の
定

員
、
夜
間
・
週
末
の
み
の
受
講
な

ど
の
質
問
が
あ
っ
た
。
終
わ
り
に
、

出
席
教
員
全
員
に
よ
る
個
別
相
談

も
行
わ
れ
た
。

「
町
の
弁
護
士
」養
成
に
向
け
て

法
科
大
学
院
説
明
会
開
催

　

近
年
、
大
学
で
は
「
産
学
協

同
」
や
「
地
域
連
携
」
な
ど
の
タ

イ
ト
ル
の
元
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く

は
大
学
か
ら
情
報
や
知
識
を
提
供

し
た
り
、
施
設
等
を
活
用
し
た
り

す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
大
学
か
ら

外
部
に
向
か
っ
て
何
ら
か
の
も
の

を
提
供
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い

る
。
と
な
る
と
、
そ
の
よ
う
な
取

組
み
の
中
心
は
産
業
界
や
地
域
社

会
が
必
要
と
し
て
い
る
技
能
や
知

識
を
蓄
積
し
て
い
る
学
部
・
学
科

に
な
り
、
そ
れ
以
外
の
学
部
・
学

科
で
は
公
開
講
座
や
文
化
講
演
会

の
開
催
が
主
な
取
組
み
と
な
る
。

　

大
学
と
学
外
と
の
結
び
つ
き
と

し
て
は
、
近
年
活
発
に
な
り
つ
つ

あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
学
生

が
数
日
職
場
の
体
験
を
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
教
育
の
一
部
と
は
言

え
参
加
で
き
る
学
生
は
、
実
際
に

は
限
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
希
望
す

る
学
生
が
参
加
で
き
、
か
つ
大
学

外
部
か
ら
大
学
に
知
識
や
経
験
を

提
供
し
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
企

画
し
た
試
み
が
、
経
済
学
科
の
経

済
学
特
殊
講
義
�
〜
�
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
九
月
か
ら
始
ま
る
経

済
学
特
殊
講
義
�
で
は
「
地
域
産

業
政
策
講
座
」
と
銘
打
っ
て
、
宮

城
県
庁
で
産
業
振
興
に
携
わ
っ
て

い
る
方
々
に
よ
る
講
義
を
予
定
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
県
の
産
業

政
策
運
営
を
通
じ
て
、
地
域
経
済

の
舵
取
り
に
取
組
む
姿
、
苦
悩
、

試
行
錯
誤
、
予
想
外
の
結
果
な
ど

を
話
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
経
済
学

の
理
論
を
通
じ
た
経
済
・
社
会
の

理
解
と
は
異
な
っ
た
社
会
理
解
の

機
会
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

具
体
的
な
講
義
内
容
と
し
て
は
、

「
み
や
ぎ
の
モ
ノ
づ
く
り
」、「
お

い
し
い
ご
は
ん
の
話
と
宮
城
の
米

戦
略
」、「
農
漁
家
レ
ス
ト
ラ
ン
と

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
」、「
複
眼

竜
の
県
土
づ
く
り
」、「
産
業
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
適
応
」

「
物
流
と
空
港
等
に
つ
い
て
」
な

ど
、
全
部
で
十
五
回
の
講
義
を
毎

週
土
曜
日
の
夕
方
十
六
時
〜
十
七

時
三
十
分
に
予
定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
九
月
二
十
日
�
の
第
一

回
目
の
講
義
担
当
者
は
、
総
論
と

し
て
、
浅
野
史
郎
宮
城
県
知
事
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

〈
経
済
学
部
経
済
学
科
〉

地
域
連
携
の
ひ
と
つ
の
試
み

経
済
学
科

地
区
後
援
会
を　

会
場
で
開
催

３２

保
護
者
ら
１
４
０
０
人
が
参
加

大　学

第　

回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学

５３一
般
教
育
研
究
会
を
開
催

地
域
産
業
政
策
講
座
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